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本市では、平成 19 年度からこのいじめ問題解決に向けた子ども会議を始め、

既に１０年以上が経過しています。今では県内各地で行われていますが、本市は

そのさきがけとなりました。この子ども会議を始めた理由は、いじめの問題を子

どもたち自身に、自分の問題として考えてほしいという願いからです。これまで

の子ども会議では、子どもたちが知恵を絞って、「スマイルハイタッチあいさつ

運動」、「HAPPYはぁとふるツリー運動」、「藤岡市ネットいじめ防止行動目標ア

クション３＋」を考えました。「スマイルハイタッチあいさつ運動」は、小・中・

高校生、そして地域の方にも積極的に参加していただき、地域に根付いた活動に

なりました。地域の方からも「ハイタッチすると子どもたちも私たちも笑顔にな

れる。」との感想をいただいています。また、本市では毎年、「子どもたちのいじ

めをなくすにはどうしたらよいか」を大人も考えるいじめ問題解決に向けた教

育懇談会を開催しています。保護者の方とともに地域の方にも一緒に考えてい

ただき、子どもたちをみんなで育てていこうというコミュニティ・スクールに基

づいた取組も行っています。 

今年度の子ども会議では、教育懇談会と同じ「感じ方の違いがいじめにつなが

るのか」をテーマに話し合いました。教育懇談会では大人が、この子ども会議で

は子どもが真剣に話し合いました。この二つの会議のつながりを意識して行っ

たことにより、子ども会議に参加した児童生徒の、いじめ問題解決に向けた気運

の高まりを感じることができました。各学校のリーダーである児童生徒には、今

後、この高まりを各学校に広げてほしいと期待しています。そして、大人も子ど

ももいじめ問題について真剣に話し合い、継続的に多くの人が関わりをもつこ

とで、藤岡市にはいじめで苦しむ子どもがいない、笑顔とやる気、希望いっぱい

の学校づくりが進むことを期待して巻頭のあいさつとします。 
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